
○体験型観光である丸徳水産の海遊記（スタディーツーリズム）で、藻場再生に貢献する多様なメニューを
造成し、社会課題参加型のテーマパークとして観光客・島内の家族連れ、企業や団体の関係者等の参
加者に提供する。誘客に力を入れ、リピーターも確保し、漁師が取組む藻場再生活動を継続的に応援
する仕組みを構築することで、海業による藻場再生と観光振興（地域のにぎわいや漁師の所得向上、
雇用創出）により漁村を維持する。

○三浦湾での漁業者による藻場再生活動や丸徳水産のそう介プロジェクトや各種水産資源の高付加価
値化の事業と連動させ、包括的で一体的な観光振興（海業）推進により大きな効果を得る。

海遊記の体験メニュー造成による包括的な体験型観光×藻場再生モデル事業 ：三浦湾漁港（長崎県対馬市)

概 要概 要

効 果効 果
海業の取組概要海業の取組概要

三浦湾漁港

協力体制協力体制

スケジュールスケジュール

• 【令和6年4月〜】滞在拠点整備開始（⑤ゲ

ストハウスの整備・提供）、海遊記の体験メ
ニュー（①②③④⑥）の造成検討

• 【令和6年10月〜】拠点オープン(⑤)、海遊記
の新メニューの提供・PR（①②③④⑥）

• 【令和7年4月〜】海の森公園構想検討、①
〜⑥の実績の積み上げ、ブラッシュアップ等

実施主体：(有)丸徳水産
連携先：美津島町漁業協同組合、対馬市/長
崎県、一般社団法人MIT/対馬もりびと協同組
合、対馬里山繋営塾
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対馬

餌やり体験・釣り体験

・加工品開発・製造
・水産物を使った飲食事業
・直販事業や卸売

漁師から幼魚の仕入れ

・イスズミ・アイゴ・ウニの駆除
・定置網漁での食害魚の漁獲継続

駆除とブルーカーボン創出

藻場再生×観光振興＝漁村維持

社会課題参加型のテーマパーク
高付加価値化で儲かるビジネス

水産加工体験&食べる磯焼け対策

森と海の連環と保全

交流・関係人口の拡大

森のミネラル供給

【直営の加工場・直営店 肴や えん】

・サバの幼魚やウニの蓄養
・ブリ・タイ・ヒラス・クエ等

・蓄養魚
・キャベツウニ

・漁師と参加者による森林整備

・防護策設置
・種付け
・藻場礁設置

食害魚の影響減

森林再生体験

海遊記のメニュー造成
海の森公園 “藻場ランド”構想

駆除見学

活動現場の見学

滞在・研修場所の提供

・人を呼び込む受け皿の整備
・長期滞在可能な研修・交流施設

学校給食（地産地消・食育）
島外レストラン（PR・高価格帯提供）

島内流通の仕組みあり

観光客・家族連れ、企業や団体の
関係者等の参加者誘客

【藻場】

【隣接する森・海岸】

【漁協施設を活用した宿泊・交流拠点】

【湾内の生け簀】

【沿岸の周辺海域】

藻場の資源回復

未利用な水産資源の有効活用

①直接的な藻場再生活動

②食害生物の駆除事業の継続

③そう介プロジェクト事業

④静穏水域を活用した養殖事業

⑤ゲストハウスの整備・提供

⑥藻場ランドの森再生事業の検討

【新規】

【新規】

【事業拡大】



参考資料（海遊記のこれまでの活動の様子）

駆除見学

海遊記の参加者
（家族・研修者受講者等）

活動現場の見学

水産加工体験&食べる磯焼け対策 餌やり体験・釣り体験


